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め
ら
れ
る
林
道
の
整
備

山
村
の
開
発

報

こ
れ
か
ら
の
林
業
は
、
同
民
経
済

の
成
長
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
林
業

が
お
か
れ
て
い
る
什
然
的
思
条
件
を

取
り
除
い
て
、
生
産
性
を
高
め
、
林

業
従
官
名
の
所
得
を
ふ
や
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
林
業
全
般
に
わ

た
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
乙

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

な
か
で
も
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
す

な
わ
ち
林
道
の
開
設
を
す
す
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
体
道
は
、
森
林
資
源

の
開
発
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
最
近
の
林
道
は
、
林
業

の
生
産
性
を
向
上
し
、
経
常
の
近
代

化
を
は
か
る
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
域
産
業
の
総
合
的
振
興
も
あ

わ
せ
て
安
請
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す

広市津魚

延
長
五
十
キ
ロ

の
林
道
を
開
設

43. 9. 1 

国
で
は
、
い
ま
ま
で
の
林
道
に
対

す
る
補
助
の
あ
り
方
を
改
め
る
と
同

時
に
、

「
林
道
鐙
備
五
か
年
計
画
」

を
つ
く
り
、
昭
和
刊
年
か
ら
灯
年
ま

で

5
年
間
に
わ
た
り
、
事
業
の
推
進

を
は
か
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

市
で
も
、
乙
の
国
の
施
策
に
そ
っ
て
、

林
道
の
盤
的
プ
ラ
ン
を
た
て
、
山
村

の
開
発
を
脳
級
的
に
す
す
め
る
乙
と

に
し
て
お
り
ま
す
。

市
の
林
道
整
備
計
画
は
下
表
の
と

お
り
で
す
が
、
乙
と
し
か
ら
五
か
年

で、

三
十
路
線
に
総
額
四
億
三
千
万

円
を
投
じ
、
延
長
ゃ
く
五
十
キ
ロ
の

杭
追
を
開
設
す
る
乙
と
に
し
て
お
り

( 1 ) 

林
業
の
仮
腕
に
は
、
ま
ず
法
制
侃
と
な
る
林
道
の
格
備
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
国
で
は
、
何
年
度
か
ら
林
道
的
位
備
五
か
年
計
州

を
策
定
し
、
引
業
の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
市
で
も
こ
れ
に
そ
っ

て
計
州
を
た
て
て
、
林
泊
の
開
ぷ
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

五

か

年

計

画

を

み

る

ま
す
0

年
度
別
の
計
同
は
、
次
の
と
お
り
0

年

度

延

長

工

事

費M

万
円

刊
年
七
、
五

O
五

六

、八
五

O

何
年
八
、
八

一
六

八

二

阿

ご
.

何

年

九

、
五
九
五

八
、
七
二

o

r
刊
年
一

一
、四
二
三

九
、
九
五

O

灯
年

二

一、四
五
二一

九
、四
五

O

万

他

計
四
九
、
七
九
二

四
三
、
一
=
て

な
お
、
全
体
計
凶
の
延
長
八
十
じ

・キロ

M
の
林
道
が
完
成
す
れ
ば
、
ゃ

く
五
千
五
丙
か
に
お
よ
ぶ
山
林
資
源

の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

観
光
道
路
と
し
て
も
竜
安
な
地
位
を

市
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

別
又
線
な
ど

十
一
線
着
工

何
年
度
は
、
工
費
六
千
九
百
万
円

で
、
延
長
七
・
五
キ
ロ

M
の
林
道
を

つ
く
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
プ
ル
ド
l
ザ
な
ど
に
よ
っ
て
山

を
切
り
開
き
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
着
工
さ
れ
る
林
道
は
、
別

文
、
坪
野
古
胤
熊
、
平
沢
線
の
俳
線

林
道
(
県
営
)
と
、
前
東
城

一
号、

黒
谷

一
号
、
料
自
問

一
号
線
の

一
般
林

道
(
市
営
)
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
県

単
林
道
の
天
神
山
、
小
川
寺
、
奥
東

城
一一

.η
、
北
山
、
日
尼
線
、
あ
わ
せ

て
十

一
線
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
市
内
の
既
設
林
道
は
、

刊
年
度
指
.LP分
を
入
れ
て
延
長
ゃ
く

で
.
十
七
キ
ロ
と
な
り
ま
す
が
、
乙
れ

は
全
体
計
一
山
じ
対
し
て
四
一て
が
わ
に
し

か
あ
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
山
林
資
源
而
積

一
ヘ
ク
タ

l
w
あ
た
り
の
林
道
は
や
く
六

M

で
、
闘
が
日
限
と
し
て
お
り
ま
す
十

四

M
に
く
ら
べ

、
ま

だ

れ

ほ

い

も

の

県

で

は

狩

猟

と
い
え
ま
す
。
今
後
は
同
の
施
策
に

一

者
地
習
会
を
ひ

呼
応
し
て
、
服

地

的

に

事

業

を

推

進

ら

き

ま

す
。
受
講
希
盟
将
は
以
内
出
政

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
O

F

泌
ま
た
は
魚
州
作
成
地
林
務
引
務
所
へ

お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農

免

道

路

マ
講
習
凶
附
と
場
所

乙
の
ほ
か
、
山
肌

l
大
作

m
l川
町
・
経
験
者
謀
れ

H
9月
3
H出
山
市
役

野
を
結
ぶ
延
長
ゃ
く
五

・
三
キ
ロ
、

所、

5
日
目
岡
市
民
会
館
、
叩
日
魚

一

幅
員
五

M
の
股
免
道
路
が
あ
り
ま
す
内
仲
良
地
林
務
引
務
所

が
、
引
年
度
に
山
民
側
か
ら
活
工
さ

・
初
心
将
課
科

H
9月
初
日
市
岡
山
凶

-

れ
、
す
で
に
こ
下
五

M
が
二
下

八

門

会

館

、
叩
汀

3
日
日
山
県
民
会
館
、

ス
十
万
円
の
工
的
で
完
成
し
て
お
り
附
間
は
午
前

9
時
加
分
か
ら

ま
す
。
乙
と
し
は
、
下
六
一円
M
を
正

マ
中
し
込
み
H
受
清
則
け
の
一
週
間
山

内
以
下
六
百
τ
.十
万
円
で
治
工
す
る
こ

一
マ
受
議
手
数
料
H
初
心
者
諜
科
は
七
円

-

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

円

、

経

験

ぷ

諜

引

は

凶

行

円

×

×

一

講
習
会
終
了
後
、
試
験
が
あ
り
、
じ

十
点
以
上
に
資
桁
が
与
え
ら
れ
る
。
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日|全体計闘|叫までl…同也;
延 長 l工lIT7!!l;R施延長延 長|工事資

〆ート Jレ 千円メー トJレ〆戸トル 千fLJ

別又 8.200192.0001 4.2461 3.9541 48.000 

平 沢 10.000 100.000 10.000 100.000 1.000 

坪野古IlEnft 13.000 136.000 3.371 9.629 106.000 1.800 

日 厄 2.500 10.154 608 1.892 8.904 200 

西 谷 2.000 13.000 9201 6.000 

E思 沢 1.500 9.000 1.500 9.000 

百IJJ証紙 1号 4.000 34.500 2.694 1.306 14.180 900 

烈谷 1号 4.000 34.500 2.111 1.889 13.700 1.500 

山 女 4.000 32.000 2.500 20.000 

赤 瀬平 3.000 20.000 6251 5.000 

ーの又 3.000 30.000 1.000 10.000 

鶴 谷 1.500 10.000 1.500 10.000 

科白 1号 2.500 20.000 2.500 20.000 625 

濁 谷 1.500 7.500 1.500 7.500 

宇都円 3.500 25.000 6251 5.000 

大 11ft 1.500 10.000 5001 3.500 

Lt 谷 2号 3.500 28.000 6251 5.000 

L'?谷 6号 1.000 9.000 1.000 9.000 

鉢 造 2.000 10.000 4601 3.000 

河原波春日 3.000 20.000 7001 5.000 

天 神 IlJ 7001 3.800 343 3571 1.700 200 

小川 守 8001 3.500 130 6701 3.000 140 

奥来線 3~ト 8001 2.500 8001 2.500 200 

奥耳I峡 4号 2.000 6.000 3001 1 .000 

常五t苧F 1.000 5.000 7501 3.750 

口の入 1.500 7.500 6001 3.000 

室 問 1.000 5.000 400 2.000 

~t ILJ 600 3.000 150 450 2.400 140 

Bll 向日 2.000 8.000 500 2.000 

小'1'¥'沼 1.000 3.000 3401 1.000 

!l't 86.600 697.954 13.653 49.792 431.134 7.505 

路線別整備計画表

惚民は3.6~4 メート Jν

狩
猟
者
講
習
会

J納骨p.

9 
月

ら

定

期

収

集

“危時詰

し

尿

の

く

み

取

り

市
川
刑
法
が
改
正
さ
れ
て
、
し
阪
の

く
み
取
り
方
法
は
、

9
凡
1
U
か
ら

定
則
収
集
と
な
り
、
料
金
も
、
.
般

家
・
旺
は
定
綿
制
、
事
業
所
な
ど
は
従

川
制
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
料
金
も

山
の
公
金
一
以
が
集
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。。
。

申
し
込
み
す
み
ま
し
た
か

し
以
の
く
み
取
り
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
桜
山
さ
れ
た
「
く
み
取
り
中
込

川
」
に
よ
り
、
収
集
計
川
に
も
と
ず

い
て
く
み
取
り
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め

「
巾
込
H
H
H

し
を
川
さ
れ

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
く
み
取
り
の

必
裂
が
な
い
も
の
と
し
て
て
、
収
集

し
な
い
乙
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
申
込
H
H
H

を
、
出
し
て
い
な
い

人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
役
所
保

険
術
生
課
へ
脱
出
願
い
ま
す
。

く
み
取
り
終
わ
っ
た
ら

マ
出
迎
世
帯
で
は
:
:・

一

く
み
取
り
作
業
が
終
わ
っ
た
と
き

一

は
、
薬
剤
散
布
叩
が
終
わ
っ
て
い
る
か

一

な
ど
確
認
し
、
市
か
ら
配
仰
さ
れ
て

一

い
る
「
し
尿
く
み
取
り
確
認
伝
票
」

一

に
、

氏
名
、
く
み
取
り
日
を
記
入

一

し
、
抑
印
し
、
伝
票
を
切
り
取
っ

一

と

し

の
道
路

上は、すすめられている林道開設仁4.]1:

有は、 1ftsできあがったliif東城 1d'線

一県
市
道
で
六
千

一一

二
七
百
M
着
工

道
路
盤
備
の

一
つ
と
し
て
、
市
道

の
舗
装
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
市
街
地
を
中
心
に
工
事
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
完

成
し
た
も
の
、
着
工
巾
の
も
の
も
あ

'

一

り
ま
す
が
、
都
市
計
画
事
業
、
火
災

一

復
興
事
業
の
も
の
を
含
め
て
、
乙
と

一

し
の
舗
装
工
事
に
は
次
の
よ
う
な
も

一

の
が
あ
り
ま
す
。
乙
れ
ら
道
路
の
舗

一

法
延
長
は
や
く
三

・
四
キ
ロ

M
、
工

一

事
的
は
二
下
六
百
万
円
と
な
っ
て
い

一

ま
す
。

一
〈
市
道
〉

一

マ
大
町
一

nv線
H
職
業
安
定
所
横
通

り
百
二
十

ば

幅

六

・
三
M
M

マ
本
江
線
H
友
道
岡
松
井
医
院
前
、
起
り

二
百
二
十
四
M
M

幅
三

・
五
M
M

マ
阿
尾
崎
江
口
線
H
江
口
変
電
所
前

通
り
九
百

M
幅
三

・
五

M

マ
漁
港
西
魚
津
駅
線
H
上
口
椛

i
住

吉
寄
り
二
百
七
十
三

M
幅
四
・八

M

写真

恥

t
k
、

マ
都
市
計
画
九
号
線
H
魚
津
神
社
横

通
り
三
百

四

十

四

ば

幅

七

・
二

M

マ
都
市
計
凶
ム
ハ
十
=
.号
線
.
六
十
七

号
線
、
六
十
八
号
線
H
新
金
屋
公
園

横
通
り
六
百
八
十

M

幅
五

・
二

i

七

・
二

M

マ
北
山
地
江
吉
町
線
H
税
務
署
前
通
り

一一
百
三
十

M

一附
八

M

マ
魚
津
駅
中
央
線
H
魚
津
駅
前
四
十

M

幅
十
五

M

マ
魚
津
新
金
屋
線
H
市
民
会
館
前
通

り
五
円
二
十

M

幅
六

・
五

M

て
業
者
に
政
し
ま

す
。
こ
の
際
は
、
料
金
は
支
払
う
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
引
業
所
な
ど
で
は
・
...
..
 

く
み
取
り
に
き
た
ら
、
ま
ず
山
動

車
の
メ
ー
ク
ー
を
昨
認
し
、
山
了
後

も
う
い
ち
ど
メ
ー
タ
ー
を
み
て
、
く

み
と
り
白
を
計
抗
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
「
し
以
く
み
取
り
舵
必
伝
川

」
に
、
必
要
事
項
を
心
人
し
、
代
表

将
ま
た
は
責
任
将
の
印
を
川
し
て
、

伝
尽
を
渡
し
ま
す
。
と
の
際
も
料
人
以

を
払
う
必
.m
u
あ
り
ま
せ
ん
。

料
金
の
支
払
い

マ
定
額
料
金
(
普
通
附
市
)

法
本
料
金
は

一
川
五
十
円
、
人
一肌

別
料
金
は

一
人

一
か
月
六
十
円
で
計

算
し
、
く
み
取
っ
た
翌
月
に
、
身
分

証
明
書
を
館
行
し
た
市
指
定
の
集
金

噂
乙
と
し
も

9
月

1
日
か
ら
叩
日
ま

で

「
や
み
酒
を
な
く
す
る
運
動
」
旬

間
と
し
て
、
全
国
い
っ
せ
い
に
や
み

酒
追
放
の
運
動
を
す
す
め
る
乙
と
に

日
が
、
納
入
通
知
書
を
持
っ
て
集
金

に
き
ま
す
。
そ
の
際
料
金
を
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

百
人
家
族
の
く
み
取
り
料
金
は

.
一
か
川
に

一
回
の
と
き

(
印
〉
×

g

3
+
g
pH
ω
ω
0
2

.
一
か
月
に
二
同
の
と
き

(
印
〉
×

∞

0
3
+
3
0
2
×
M
回

)
H
K5
0
羽

.
二
か
月
に

一
川
の
と
き

{
(
印
〉
×

2
2
)
×
M
泊
}
斗
印

0
2
N
m
ω
0
2

の
計
釘
に
な
り
ま
す
。

マ
従
川
一料
金
(
引
業
所
な
ど
〉

く
み
取
り
出
に
よ
っ
て
、
十
八
泌

に
つ
き
二
十
六
円
の
川
り
作
い
で
計

昨
し
た
料
金
を
、
市
の
指
定
集
金
員

ま
た
は
、
納
入
通
知
古
に
よ
っ
て
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ー
今
月
の
納
税
あ
ん
な
い
l

国
民
健
康
保
険
税
讐
扇

納
期
限
は

9
月
初
日
で
す

ー
や
み
酒
を
な
く
す
る
運
動
日

マ
魚
津
臨
港
線
H
H
延
長
八
十
一

..M

幅
十

M

〈
県
道
〉
い
っ
ぽ
う
市
内
の
県
道
舗
装
工
引

も
す
す
め
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
路
線

延
長
三

・
三
キ
ロ

M
を
工
費
下
九
百

三
十
万
円
で
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
黒
沢
浜
経
目
線
H
円
以
協
西
和
施
支

所
前
通
り
百
五
十

M

幅
五

・
五

M

マ
三
ケ
古
白
線
H
片
貝
線
六
郎
丸

i

横
枕
地
内
二
千
二
十

M
幅
六
・
五

M

マ
魚
津
氷
見
線
H
旧
国
道
か
に
江
浜

通
り
二
百

M

幅
六

・
五

M

マ
古
胞
熊
田
方
町
線
H
八
附
社
か
ら

角
川
ぞ
い
道
路
七
百
一二
十

M

一
附
問

、
(
」
¥
メ
什

!
t
-/
ト
ル

マ
大
谷
荒
町
線
H
七
野
方
的
制
友
辺
地

内
二
百

M

幅
五

・
五

M

乙
の
ほ
か
、
道
路
改
良
工
事
と
し

て
、
市
道
上
中
島
九
号
線
(
上
中
山

連
絡
所
裂
か
ら
月
形
橋
ま
で
延
長
ゃ

く
一

・
九
キ
ロ
)
は
継
続
事
業
と

し
て
現
在
の
腕
員
一一一

M
を
五
・
五

M

に
拡
一附
す
る
工
事
が
す
す
め
ら
れ
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
秋
の
と
り
い

れ
を
ま
っ
て
、
延
長
一二
百
六
十
七

M

が
内
百
万
円
で
着
工
さ
れ
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。

や
み
酒
は
、
国
家
財
政
に
支
障
を

お
よ
ほ
す
だ
け
で
な
く
、
衛
生
的
に

も
社
会
生
活
に
与
え
る
惑
影
稗
の
根

源
と
さ
え
な
っ
て
い
ま
す
。
段
近
の

傾
向
は
ど
ぶ
酒
よ
り
、
ぶ
ど
う
、
り

ん
ご
に
よ
る
果
実
酒
の
鉱
山
造
が
ふ
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
つ
く
り
ゃ
す
い

ぶ
ど
う
、
り
ん
ご
が
法
作
で
認
め
ら

れ
た
果
実
に
入
る
と
間
違
っ
て
考
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

家
庭
で
つ
く
る
乙
と
を
認
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
二
十
皮
以
上
の
酒
類

(
通
常
し
よ
う
ち
ゅ
う
を
使
用
)
に

栴
、
み
か
ん
、
す
も
も
、
か
り
ん
、

い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く
こ
、
し
そ

く
わ
、
ま
た
た
び
、
さ
る
な
し
、
と

ち
、
ぐ
み
の
い
ず
れ
か
と
砂
粧
を
加

え
て
つ
く
る
果
実
楢
で
、
自
分
が
飲

む
た
め
に
自
分
で
つ
く
る
場
合
だ
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
「
や
み
泊
を
な
く
す
る

運
動
」
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

9
月
6
日
(
金
)

午
後
1
時
か
ら

4
時

ま
で
魚
津
保
健
所
で
行
な
い
ま
す
。

今
回
は
「
分
ベ
ん
の
準
備
、
赤
ち
ゃ

ん
の
衣
服
、
新
生
児
の
保
育
」
に
つ

い
て
保
健
婦
か
ら
、
「
分
ベ
ん
経
過

と
陪
じ
よ
く
則
、
実
習
」
は
助
産
婦

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
が
あ
り
ま

す
。 母

親

学

級



(2 ) 

きたる9月26目的には富山県知事の選

挙が行なわれます。乙れは、百万県民の

生活に直結している県政を、乙れから

4年間まかす人を選ぶたいせつな選挙で

すoIfしく明るい選挙で、私たちの代表

にふさわしい人を選びましょう。

43. 9. 1 

f支

票

所

報

投
票
所
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
、

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
ひ
ら

い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
松
倉
第

一
投

票
所
(
臼
倉
小
学
校
)
、
松
倉
第
二

投
恕
所
(
古
胞
熊
分
校
)
は
、
午
前

了
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

広

投
票
で
き
る
人

市

こ
の
選
挙
に
お
い
て
投
票
で
き
る

人
は
、
す
で
に
氷
久
選
挙
人
名
簿
に

笠
録
さ
れ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
の
ほ
か
、
乙
と
し
の

9
月

1
日
ま
で
に
満
二
十
歳
に
達
し
、
引

き
続
き
一一一
か
月
以
上

(
6
月
!
日
以

前
か
ら
)
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

で
、
登
録
の
申
し
出
を
な
し
、

9
月

加
日
に
名
簿
に
追
加
登
録
さ
れ
た
人

も
投
票
で
き
ま
す
。

当
市
か
ら
富
山
県
内
の
他
の
市
町

村
に
転
山
し
、
引
き
続
き
そ
の
市
町

3掌魚

四
人
目
の
子
ど
も
か
ら

村
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
ま

だ
転
出
先
で
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
な
い
と
き
は
当
市
で
投

票
で
き
ま
す
。
乙
の
場
合
は
、

転
出
先
の
市
町
村
長
が
交
付
す

る
証
明
書
を
促
山
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
乙
と
に
な

っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
県
内
の
他
の
市
町
村

か
ら
当
市
に
転
入
さ
れ
た
が
、

ま
だ
当
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
当
市

の
市
長
が
交
付
す
る
証
明
書
を

も
っ
て
、
前
の
市
町
村
で
投
架

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
は
直
接
投
票
所
へ
行
う
で
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

開
由
で
、
当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い

と
き
は
、
不
在
者
投
票
に
よ

っ
て
選

挙
権
を
行
使
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
は

「
不
在
事
由
証
問
書
」
を
添
え

て、

9
月
1
日
か
ら
九
日
ま
で
の
問

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙

お
よ
び
不
在
者
投
京
川
封
筒
の
請

求
を
し
て
く
だ
さ

・

ぃ
。
乙
の
旧
制
合
、

本
人
の
請
求
印
鍛

が
必
要
で
す
。

の
投
票
当
日
、

当

市
以
外
で
職
務

ま
た
は
業
務
に

従
事
中
で
あ
る

と
き
。

①
や
む
を
え
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

の
た
め
、
投
向
日
当
日
、
当
市
以
外

へ
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
と

き。

①
病
気
や
け
が
、
川
町
艇
な
ど
の
た
め

歩
く
こ
と
が
非
常
に
附
難
で
、
投

票
当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込

み
で
あ
る
と
き
。

①
県
内
の
仙
の
市
町
村
に
住
所
を
移

し
、
引
き
続
き
居
住
巾
で
あ
る
と

き。
選
挙
公
報
と
入
場
券

選
挙
公
報
は
、
遅
く
と
も

μ
日
ま

で
に
各
世
帯
に
配
布
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
で
き
れ
ば
加
日
ご
ろ
ま
で
に

一

「
投
票
所
入
場
券
」
と
い
っ
し
ょ
に

一

配
布
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
も

一

し
、
配
布
さ
れ
な
い
此
栴
が
あ
り
ま

一

し
た
ら
、
す
ぐ
に
区
長
さ
ん
を
通
じ

一

て
選
管
へ
と
連
絡
願
い
ま
す
。

一

市
内
問
で
住
所
を

移
動
し
た
と
き

乙
と
し
の

7
月
引
日
ま
で
に
市
内

問
で
住
所
を
移
動
し
、
こ
れ
を
市
民

の

室

長

縦

一一
千
円
支
給
さ
れ
ま

一

す
。例
え
ば
、
五
人
の
下
ど
も
が
い
る

一

場
合
、
四
番
目
と
五
番
目
の
子
ど
も

一

が
義
務
教
育
終
了
前
で
あ
れ
ば
、

一一
4

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-

〈
例

V
H四
人
の
子
ど
も
が
い
て
、

一

上
の
三
人
が
死
亡
し
た
り
、
す
で
に

一

養
子
や
鍬
人
り
さ
れ
て
い
て
も
、
問

一

人
目
の
子
ど
も
が
義
務
教
育
終
了
前

一

で
あ
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

一

〈
例
〉

H
=一人
の
子
ど
も
が
死
亡
し

一

後
ぞ
い
を
も
ら
い
、
そ
の
人
が
連
れ

ト

子
し
、
問
問
し
扶
益
さ
れ
れ
ば
、
そ
の

一

連
れ
子
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一

児

童

愛

護

手

当

を

支

給

第3種郵便物認可

県
で
は
、
乙
と
し
か
ら
年
額
二
千

円
の
児
童
愛
護
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
毎
年
5
月
5
日
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
に
限
り

7
月
日
日
支
給

さ
れ
ま
し
た
。

6
月
間
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
人

に
は
、
す
で
に
手
当
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
者
で
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
人
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
で
早
く
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
際
は
、
印
鑑
と
戸
籍
謄

本

一
通
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
支
給
さ
れ
る
人

義
務
教
育
終
了
前
の
四
番
目
以
下

願まで ど市ど す
いすや乙の聞が調。
しがくの資発 立資
ま、千調料、集結
すみ二査と地実w:
。な百はし域 施は 節て五るも関 調円
さ1lt:ttl1て計す、 ~/I: お年た必係こ 査現総
んrfj出周囲iる国 Irqりど山裂ののを花理
のが調い、住や 目 、と 竺な 1ftH調行で府
ど対査ら環宅都 に乙にの統策査な、で
協象で れ境建 道 あ 実も言l'にはい住は
力に、ま整設府 たと 1胞のをも、ま宅 10
をな市す備、県 りしさでつつ住す統月
おり内。な都な まはれ、くと'七 。 ~n' 1 。。
額そやよこ万 負ー施かい④が白る (ε 刈必がて利れ改
がの市うの五助担部設の。環多宅。流 'l2あい丹!る JE乙
三ほ民 に う千産額をに要 :境い分 ①産象あるるでこさん
百 か税なち百に 負入件と悪家べ住や るな人きとれど
円市のり白円必 担るにいく庭ん居~-tJ 人どでるにて県
か民非ま 己と袋 で費該う安ででが常 で保 、のな、山
ら税課 す負なな き用当人全人きな分 す健異はり助 f江
二額 税 。担つ国 なのしでな手ない ベ 。上?君 、ま1m制
千に世生のての い全 、、分がいかん 、分 経し施祉
円よ帯活割い基 人部ー乙ベ足。せの 入べ済大2設法
まつは保合ま準 で、般のんり①ま恐 |民ん的 uがの
でて無護はす額 すま病いでな子いれ 助のにと設規
五負料 世次がは 。た院すきいどのが gW_恐凶れ位則
段担、補の、 ー はやれな 。もであ のれつをさが

住宅事情を明らかにする

住宅統計調査

諜
の
窓
U
へ
届
け
山
さ
れ
た
人
の
場

一

合
は
、
原
則
と
し
て
新
し
い
住
所
地

一

で
投
架
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

手
続
き
を
し
な
い
で
住
所
を
移
動

さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
引
突

が
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙
人
名

簿
を
整
即
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
前
の
住
所
地
で
投

票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
乙
の
場

合
、
入
場
券
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前

の
住
所
地
の
区
長
さ
ん
に
と
述
絡
願

い
ま
す
。特

別
の
と
り
は
か
ら
い
を

9
月
お
日
の
投
票
日
は
、
休
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
従
業
員
な
ど
が

い
る
事
業
所
で
は
、
従
業
員
が
選
挙

権
を
行
使
し
や
す
い
よ
う
に
便
宜
を

与
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。
立

会

演

説

会

マ
日
時

H
9
月
ロ
日
(
木〉

午
後
7
時
叩
分
か
ら

マ
場
所
H
市
民
会
館
ホ

l
w

多
数
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
県
知
事
選
挙
の
間
以
は
、
お

一

日
午
後
7
附
叩
分
か
品
市
役
所
ぃ
人
会

-

議
窓
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
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八
日
曜
祭
日
の
当
番
医
〉

V
8
日
H
(昼
村
木
羽
田
医
院
①
0

6
4
2
(夜
)
住
吉
寺
附
医
院
①
3
6

1

9

V
同
日
H
(昼
)
下
村
木
町
宮

元
医
院
①

1
3
9
3
(夜
)
下
材
木
町

森
本
医
院
①

1
2
5
3

v
n
口
H

(毘
)
旧
万
町
河
内
医
院
①
3
2
1
0

(
夜
)
角
川
町
熊
凶
医
院
①

0
1
6
6

v
n
日
H
(毘
)
本
江
越
野
医
院
①
0

8
4
0
(夜
)
下
村
木
町
沢
口
医
阪

D

1
7
4
8
v
m
日
H
(時
)
本
江
沢

口
医
院
①

1
7
5
7
(夜
)
刊
同
小
路

藤
田
医
院
①

0
9
2
0

附
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
0

0
指
定
病
院

川
町
内
の
助
産
施
設
認
可
指
定
病
院

は
、
富
山
日
赤
病
院
、
済
生
会
富
山

一

病
院
、農
協
滑
川
病
院
、
黒
部
厚
生
病

一

院
〈以
上
呉
束
)
な
ど
九
病
院
で
す
。

十

乙
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
事

一

前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
く
わ
し

一

い
乙
と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お

一

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-

瞳震耀塑踏際鹿塑

種

痘

第
一
別
訪
当
者
は
、
m
H
年
1

月
1
日
か
ら
何
年
5
月
引
日
ま

で
生
ま
れ
た
人
、
そ
の
ほ
か
昨

年
都
合
で
接
種
さ
れ
な
い
人
。

第
二
期
該
当
者
は
、
来
年
小
学

校
に
入
学
さ
れ
る
幻
年
4
月
2

日
か
ら
犯
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
す
。

安
一
、
第

一
期

第

二

期

食

会
|

本-
-

接
種
目
接
稲
口

f
-UH--

qu同

n

g

月

9
月

上
中
島

3
日

6
日

9
日

天

神

3
日

6
日

9
日

白

翁

3
日

6
日

9
日

大

町

叩

日

日

日

目

日

上
野
万

叩

白

川

田

山

田

本

江

川

日

目

日

間

日

道

下

問

白

川

口

日

お

日

経

田

川

日

目
白

河
日

西

布

施

日

日

目

日

お

日

加

積

凶

日

付

け

日

幻

日

村

木

目

日

お

日

幻

日

片

貝

日

日

お

日

U
U

松

倉

加

日

M
日

幻

円

住

吉

加
日

お

日

幻

日

場
所
は
各
小
学
校
で
、
受
け
付
け
時

間
は
午
後
1
時
か
ら
2
時
で
す
。

住

民

検

診

郵
便
貯
金
に
こ
ん
な
制
度
も
あ
り
ま
す

身

障

者

の

市

身
障
者
協
会
で

一

tr
、
あ
ま
り
歩
行
の

一

歩

行

訓

練

機

会
に
恵
ま
れ

な

い

み

な

さ

ん

の

財

産
を
守
る
た
め
、

身
障
者
を
対
象
に
、
坪
野
鉱
泉
!大

一

郵
便
貯
金
に
は
次
の
よ
う
な
制
度
が

谷
鉱
泉
聞
で
歩
行
訓
練
を
実
施
し
ま

一

あ
る
こ
と
を
ど
存
じ
で
す
か
。

す
。
参
加
希
望
者
は
、
本
新
本
元
時

一
マ
本
人
票
制
度

別
判
十
一
一

JU一一時一一
A
い八一位刊一一

二

ハ一刻
恨

r耕
一
一
捕
し
一
下
側
側
一
一

v

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一

窓
口
で
請
求
し
ま
す
。
乙
の
制
度
を

マ
日
時

H
9月
内
日
へ
日
)
電
鉄
魚
津

一

利
用
す
れ
ば
、
全
国
ど
こ
の
郵
便
局

駅
へ
前
午
前
8
時
泊
分
ま
で
集
合
(
一

で
も
金
額
に
制
限
な
く
払
い
も
ど
す

雨
天
の
と
き
巾
止
)

一

乙
と
が
で
き
ま
す
。

マ
質
問
H
一
名
百
円

(
身
障
児
は
照
料

一
マ
取
扱
郵
便
局
の
特
定
制
限

)
、
中
食
と
手
帳
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

一

預
金
者
が
貯
金
の
預
け
入
れ
、
払

い
も
ど
し
ま
た
は
、
そ
の
ほ
か
の
請

求
、
届
け
出
を
す
る
郵
便
局
を
定
め

て
お
い
て
、
定
め
ら
れ
た
以
外
の
郵

便
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
扱
い
を

し
な
い
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で

A
d
。な
お
郵
.
便
貯
金
に
は
、
①
安
全

①

有

利

①

無

税

@

便

利

①

秘

密
の
五
つ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
λ
の
た
い
せ
つ
な
財
産
を
郵
便

貯
金
で
ふ
や
し
、
よ
り
よ
い
郷
土
づ

く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

〈
加
積
〉

9
月
山
日
H
横
枕
水
道
滅

菌
室
(
前
9
・
叩
i
m
・
叩
)

〈
天
神
〉

9
月
日
日
リ
取
山
京
免
蹴

宝
宅
(
前
日
i
ロ
)

〈
片
貝

V

9
月
山
日
H
道
坂
総
問
源

作
宅
(
後
l
i
3
)

〈
松
倉
〉

9
月
日
日
H
室
問
富
川
次

吉
宅

(
u
M
9
・m
l
m
-
m
)

〈
上
中
島
〉

9
月
刊
日
H
湯
上
伊
東

孝
一
燕
宅
(
前
け

i
ロ
)

八
本
江
〉

9
月
ロ
日
H
魚
津
保
健
所

(前
9
・
m
l
ロ、

後

1
1
3
・
初
〉

-m月
1
日
H
魚
津
保
健
所
(
前
9
・

n
u
}
-
q
L
、
弘
氏
|
|
‘
，
‘

3
3

・n
u
J

内。
、41
l

小

G
a
l
-
-
，

、

司
O
L

〈
魚
津
〉

9
月
日
日
H
諏
訪
神
社
(

前
9
・
叩

i
ロ、

後
1
i
3
-
m
)

-m月
2
日
H
桃
源
寺
前
(
前
9
・
叩

ー
ロ
)

-m月
3
日
H
魚
津
保
健
所
〈
前
9
・

m
l口
、
後

1
i
3
・
叩
)

・
叩
月
4
日
H
南
町
青
年
会
館

(前
9

-
m
l口、

後
1
i
3
・
叩
)

-m月
同
日
H
荒
町
芝
山
医
院
前
(
前

9
・
叩
i
ロ、

後
i
i
3
・
m
)

三
歳
児
検
診

二
歳
児
の
健
朕
を
ま
も
り
、
病
気

の
早
期
発
見
を
目
的
に
次
の
よ
う
に

検
診
を
行
な
い
ま
す
。

該
当
者
は
昭
和
白
年
8
月
1
日
か

ら
刊
年
7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。

校
下

検
診
自

由
ω
白川

町

目

白

木

げ

日

江

川

は

同

同

mm
日

刊山月

道

下

7
日

道

下

小
学
校

検
診
時
間
は
午
後

1
i
3
W 場

J好

経本村大

魚
津
保
健
所

魚
津
保
健
所

魚
津
保
健
所

経
団
小
学
校

幼

児

検

診

該
当
者
は
、
昭
和
引
年
8
月
1
日

か
ら
位
年

7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。

校

下

受道
け
付下
け
11守里
間12J3検
は口診
午 μ 円

後

~ IJ¥ 
2学
1l'.1j:校

j易

所

健

康

相

談

日

9
月
の
相
談
日
は
、

4
日
、
川
田

山
田
、
お
日
の
各
水
限
日
午
前
川
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
市
役
所
保
健
室

で
ひ
ら
き
ま
す
。

ま
た
、
医
師
に
よ
る
相
談
日
は
、

9
月

η
日
(
木
)
午
後
1
時
か
ら
3

時
ま
で
市
役
所
保
健
室
で
。


